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図書疎開 ～先人たちの言葉を次の時代へつなぐ～ 

今年も８月 15 日（終戦の日）を迎えました。77 年前の昭和 20 年、この戦争により日本全土

において甚大な被害が出たのは周知のとおりです。戦時中、日本各地で空襲が激化する中で、戦

禍から逃れるため「疎開」が行われました。「疎開」というと、児童を農村部へ分散移動させた

「学童疎開」が有名ですが、実は美術品や歴史史料、そして図書館に所蔵されていた図書なども

「疎開」が行われていたことはご存じでしょうか。今回は、図書を後世に残すために行われた「図

書疎開」を詳細に記録した『疎開した四〇万冊の図書』を紹介します。 

太平洋戦争末期、戦況の悪化から、日本各地の図書館で「図書疎開」が行われました。旧都立

日比谷図書館でも、図書館職員の働きかけにより「図書疎開」が行われました。学徒動員で駆り

出された中学生が中心となって、大八車やリュックに図書を入れ、遠く離れた疎開先まで何度も

何度も往復しました。日比谷図書館では、図書館の一般蔵書だけでなく、貴重な史料も多く所蔵

しており、「図書疎開」は後世に過去の歴史を繋ぐ、まさに決死の行動でもありました。 

終戦直前の昭和 20年５月 25日、日比谷図書館は大空襲に遭い多くの図書を失いました。しか

し、学徒による懸命な「図書疎開」により、40万冊の図書が助かったのです。こうして日比谷図

書館は、建物自体は焼失したものの、図書は戦禍から守ることができたのです。 

現代では、多くの図書がデジタル化され、図書そのものがなくても、パソコンやスマートフォ

ンを通して読むことができます。しかし、戦時中は違います。図書そのものや書かれている内容

自体に大きな価値がありました。図書とは、いわば長い歴史の中で積み重ねられた「先人たちの

言葉」です。それを失うことは、それまで先人たちによって積み重ねられてきた歴史を失うこと

になるのです。 

太平洋戦争において歴史史料を含め多くの図書が失われました。もし、「図書疎開」が行われ

ていなければさらに多くの図書が失われていたことでしょう。図書に従事する職員は、先人たち

の言葉を後世に繋
つな

ぐ役割があります。だからこそ、

図書を疎開させることに大きな意義があったので

す。当時の図書館職員の行動が結果的に多くの図書

を戦禍から救い、次の時代に繋ぐことができたので

す。77年前と現代では、時代背景が違いますが、図

書を大切に守り続け次の時代に繋いでいくという

姿勢は共通しています。現代を生きる私たち自身も

改めて図書を守り繋いでいくことで、先人たちの言

葉の大切さを認識することが必要なのではないで

しょうか。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒 ４８０－０２０２ 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL ０５６８－２８－５４４９ 

社会教育センター２Ｆ郷
土資料室にて「戦争と平和
展」を開催しています。 

疎開した四〇万冊の図書 
金高謙二著 



第３９２号           書窓           令和４年８月１５日 
  

- 2 - 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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